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いたが 将澄特奏員長になり勉強すれ1まするほど 世界の中で生さ残ること

は大疫なことだと痛薗しているJ一 自民主政転■査会の病連 道船対策

特用委員会(海道4,〕委員長を衛康正士郎衆臨虚験員〈自民党の海専立園

性と略A速 盟会表)から引き控いだ村上採―邸衆鴎離臨員(費蝦県第 2区 )

はこのように富る 付上島員の地元は世界有室の力■伸市である今お市。
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